
情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市秘書広報課　☎ 0748-69-2101 【問い合わせ】　亀山市広報秘書Ｇ　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやま
甲賀市甲賀市

　くすり学習館は、甲賀市の地場産業である薬業
の振興を図るとともに、人と薬の関わりや配置売

薬の歴史を学んでいただ
く施設です。
　開館 10 周年を記念
し、企画展「くすりと甲
賀忍者～その知恵と技」
を開催します。くすりの

知識を身につけて戦乱の世に活躍した忍者たち。
甲賀の薬草、忍者の食べ物、火薬など、甲賀忍者
の知恵と技を探ります。
【と　き】　９月 19日㈯～令和３年３月 31日㈬
　午前９時 30分～午後５時
※月曜休館（祝日の場合は翌日）
【ところ】　甲賀市くすり学習館
　（滋賀県甲賀市甲賀町大原中 898-1）※入館無料
【問い合わせ】　甲賀市くすり学習館
　☎ 0748-88-8110　℻  0748-70-3694

～「くすりと甲賀忍者～その知恵と技」展～
くすり学習館開館 10周年企画展

亀山市亀山市
～７つの山に登ってみませんか～

亀山７座トレイル
　亀山市では、「亀山７座トレイル」登山道活用
ネットワーク（石水渓観光協会、鈴鹿高等学校山
岳スキー部、（公財）亀山市地域社会振興会）ととも
に、鈴鹿山系の７つの山をつなぐトレッキング
コースを整備しています。鈴鹿山脈と布引山地の
自然に触れ、美しい風景をお楽しみください。
【亀山７座】　仙

せん

ヶ
が

岳
たけ
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山
やま

、臼
うす
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きね
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杖
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※山に登る際は、体調管理、十分な装備、登山届
の提出など安全に気を付けてください。

【問い合わせ】　「亀山７座トレイル」登山道活用
ネットワーク事務局（亀山市地域観光課
観光交流グループ内）☎ 0595-96-1215
※詳しくは市ホームページをご覧ください。

芭蕉翁記念館だより

　秋の七草の一つに女
おみなえし

郎花があります。華
きゃ

奢
しゃ

な
枝の先に、たくさんの黄色い小花を咲かせます。
その可憐な姿は「万葉集」の時代から人々に愛さ
れてきました。芭蕉さんも女郎花の句を詠んでい
ます。

　　ひょろひょろと尚
なお

露
つゆ

けしやをみなへし

　これは「更科紀行」に登場する句です。自筆草
稿を見ると、はじめ「こけて露けし」としていた
中
なか

七
しち

文
も

字
じ

を「尚露けしや」と改めたことがわかり
ます。ただでさえ華奢で頼りない女郎花が、露に
濡れ倒れながらも花を咲かせている姿はいじらし
く心惹かれますね。
♦企画展「芭蕉～仲間と作り上げた世界～」
　９月 13日㈰まで
♦芭蕉祭特別展「芭蕉～四季を旅する～」
　９月 18日㈮～ 12月 26日㈯
【問い合わせ】
○文化交流課　☎ 22-9621　℻   22-9619
○芭蕉翁記念館　☎ 21-2219

　伊賀鉄道の通学定期券利用者を対象に、10月１日
から令和３年３月 31日までの通学利用分に対して、
かかった経費の３分の１を助成します。
　申請書に必要事項を記入し、申請者（保護者）の運
転免許証などの本人確認書類、通帳の写し、通学定期
券の写しを添えて、交通政策課まで郵送または持参し
てください。また、各支所振興課でも受け付けます。
　申請期間は、10月１日から令和３年３月５日（３
月購入分は令和３年３月 31日）です。通学定期券が
複数枚に分かれる場合（例：３カ月定期券２枚）は、
すべての定期券の写しが必要となります。
　申請書は市ホームページ、忍者市（上野市）駅、交
通政策課、各支所振興課で入手できます。
　詳しくは、申請書または市ホームページでご確認く
ださい。
【問い合わせ】
　交通政策課　☎ 22-9663　℻  22-9694

伊賀鉄道の通学定期券購入費を一部助成します

公共交通を利用しましょう

左：野登山
中：長坂の頭
右：臼杵ヶ岳

性的マイノリティ（少数者）について　－上下水道部水道工務課－
　最近はテレビなどで「性的マイノリティ」や
「LGBT」という言葉を聞くことが増えてきたよう
に感じます。「LGBT」とはレズビアン、ゲイ、バ
イセクシュアル、トランスジェンダーの頭文字を
とった言葉で、性的マイノリティの総称として使用
されることもあります。
　中には性的マイノリティと聞いてもよく分からな
いという人もいるのではないでしょうか。ある調査
によると性的マイノリティの人の割合は約８％（13
人に１人）という結果が出ているそうです。
　わたしも含めて、性的マイノリティの人は身近に
はいないだろうと思い込んでしまっている人が多い
のではないかと思います。しかし、それは当事者が
性的マイノリティであるということを言わずに我慢
しているため、気づいていないだけという可能性も
あります。もしかすると、自分の家族や友人に性的

マイノリティの人がいるかもしれません。そのよう
な中で、「彼氏や彼女はいるのか？」などという何
気ない会話は、当事者にとってしんどいものだと思
います。日常生活でいうと、トイレや更衣室の利用
に悩んでいる人もいるようです。
　「男性とは」「女性とは」というイメージが人それ
ぞれ違うように、性的マイノリティの人について思
い浮かべるイメージも、人それぞれ違うと思います。
相手の話をよく聞かないままに自分のイメージを人
に押し付けてしまうと、偏見や差別が起こってしま
います。
　いまの若者は多様な性のあり方について、柔軟な
考え方を持っている人も多いように感じます。日常
の中で生活のしづらさを感じる人を減らしていくた
めに、私たち大人も多様な性のあり方について理解
を深めていかなければいけないと思います。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ
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９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す
。
伊
賀
市

で
も
死
者
約
６
０
０
人
に
お
よ
ぶ
大
き
な

被
害
が
出
た
大
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
嘉

永
７（
１
８
５
４
）年
６
月
に
発
生
し
た「
伊

賀
上
野
地
震
」
で
す
。
市
北
部
の
木
津
川

断
層
を
震
源
と
す
る
こ
の
地
震
は
、
現
在

の
島
ヶ
原
・
新
居
・
三
田
地
区
を
中
心
に

大
き
な
被
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を
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し
ま
し
た
。

　
未
曽
有
の
大
惨
事
に
直
面
し
た
当
時
の

藤
堂
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主
は
、
罹り

災さ
い
者
に
対
し
て
米
や
金

を
支
給
す
る
救
済
策
を
打
ち
出
し
、
伊
賀

国
内
の
各
宗
派
に
対
し
て
も
合
同
の
法

要
を
執
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行
う
よ
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指
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、
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部
川
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７
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ま
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大
地
震
の
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安
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（
１
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５
）
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６
月
に
死
者
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す
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た
め
に
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て
ら
れ
た
の
が
法
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経
塔
で

す
。

　
建
立
当
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の
法
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経
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は
、
服
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川
の

河
川
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に
あ
り
ま
し
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が
、

平
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13
（
２
０
０
１
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年
に
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は
水
辺
公
園
に
移
設
さ

れ
ま
し
た
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法
華
経
塔
は
、
特
徴
的
な

ド
ー
ム
状
の
基
壇
に
方
形
の

切
石
２
石
の
台
座
が
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り
、

そ
の
上
に
「
法
華
経
塔
」
と

刻
ん
だ
塔
身
が
乗
り
ま
す
。

移
設
時
の
調
査
で
、
塔
身
の

長
さ
は
３
３
４
㎝
、
重
さ
は
５・
５
ｔ
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
基
壇

内
部
は
、石
材
と
砂
利
を
交
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に
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ね
て
、

重
い
塔
身
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支
え
る
た
め
の
工
夫
が
施
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
塔
身
に
は
碑
文
が
あ
り
、
功く

徳ど
く
主し

ゅ
と
し

て
上
行
寺
の
僧
侶
と
、
同
志
と
し
て
上
野

の
町
衆
の
名
前
の
ほ
か
、
法
華
経
８
巻
を

収
め
た
こ
と
も
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
調

査
で
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
塔
の
台
座
か
ら

天
台
宗
や
真
言
宗
な
ど
の
宗
派
名
を
記
し

た
法
華
経
が
い
く
つ
か
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
法
華
経
塔
の
形
や
構
造
か
ら
、
こ
の
塔

が
丁
寧
に
造
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
ま
た
、
出
土
し
た
経
本
か
ら
は
、
宗

派
を
超
え
て
法
要
が
営
ま
れ
た
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
法
華
経
塔
は
、
震
災
に
よ
り
亡
く
な
っ

た
人
へ
の
鎮
魂
の
思
い
と
と
も
に
、
地
震

の
恐
ろ
し
さ
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
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券の写しを添えて、交通政策課まで郵送または持参し
てください。また、各支所振興課でも受け付けます。
　申請期間は、10月１日から令和３年３月５日（３
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田
地
区
を
中
心
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
未
曽
有
の
大
惨
事
に
直
面
し
た
当
時
の

藤
堂
藩
主
は
、
罹り

災さ
い
者
に
対
し
て
米
や
金

を
支
給
す
る
救
済
策
を
打
ち
出
し
、
伊
賀

国
内
の
各
宗
派
に
対
し
て
も
合
同
の
法

要
を
執
り
行
う
よ
う
指
示
し
、
服
部
川

原
で
同
年
７
月
に
大
施せ

餓が

鬼き

が
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
地
震
の
１
年
後
、
安
政
２

（
１
８
５
５
）
年
６
月
に
死
者
を
供
養
す

る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
の
が
法
華
経
塔
で

す
。

　
建
立
当
時
の
法
華
経
塔
は
、
服
部
川
の

河
川
敷
に
あ
り
ま
し
た
が
、

平
成
13
（
２
０
０
１
）
年
に

く
れ
は
水
辺
公
園
に
移
設
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
華
経
塔
は
、
特
徴
的
な

ド
ー
ム
状
の
基
壇
に
方
形
の

切
石
２
石
の
台
座
が
あ
り
、

そ
の
上
に
「
法
華
経
塔
」
と

刻
ん
だ
塔
身
が
乗
り
ま
す
。

移
設
時
の
調
査
で
、
塔
身
の

長
さ
は
３
３
４
㎝
、
重
さ
は
５・
５
ｔ
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
基
壇

内
部
は
、石
材
と
砂
利
を
交
互
に
重
ね
て
、

重
い
塔
身
を
支
え
る
た
め
の
工
夫
が
施
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
塔
身
に
は
碑
文
が
あ
り
、
功く

徳ど
く
主し

ゅ
と
し

て
上
行
寺
の
僧
侶
と
、
同
志
と
し
て
上
野

の
町
衆
の
名
前
の
ほ
か
、
法
華
経
８
巻
を

収
め
た
こ
と
も
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
調

査
で
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
塔
の
台
座
か
ら

天
台
宗
や
真
言
宗
な
ど
の
宗
派
名
を
記
し

た
法
華
経
が
い
く
つ
か
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
法
華
経
塔
の
形
や
構
造
か
ら
、
こ
の
塔

が
丁
寧
に
造
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
ま
た
、
出
土
し
た
経
本
か
ら
は
、
宗

派
を
超
え
て
法
要
が
営
ま
れ
た
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
法
華
経
塔
は
、
震
災
に
よ
り
亡
く
な
っ

た
人
へ
の
鎮
魂
の
思
い
と
と
も
に
、
地
震

の
恐
ろ
し
さ
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
文
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